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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府および日銀による経済・金融政策を背景とした一部企業

での収益・雇用情勢の改善などに加え、インバウンド需要による売上増加など、緩やかな回復傾向もみられています。

しかしながら、消費税率引き上げ以降の消費マインドの減退傾向や、不安定な世界経済などの影響を受け、本格的

な安定成長を実感するまでには至っておらず、引き続き先行き不透明な状況で推移をしております。 

繊維業界においては、低調な個人消費や為替の影響による輸入コストの増加に加え、企業間競争が一段と激化す

るなど厳しい経営環境が続いております。 

このような状況のもと当社グループは、原材料高や中国における人件費高騰等のコスト増加など、厳しい経営環境

が続いておりますが、中期経営計画「ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０１７」をスタートさせ、原料加工から最終製品までを一

貫生産し販売する専業メーカーとしての特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙

げて効率性アップに取り組み、収益改善に努めております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 18,435 百万円（前年同四半期比 0.6％増）、営業利益は 671 百

万円（前年同四半期比 67.7％増）、経常利益は 1,062 百万円（前年同四半期比 1.7％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は 861 百万円（前年同四半期比 10.3％増）となりました。なお、平成 27 年６月８日に当社連結子会社アツ

ギ東北株式会社むつ事業所の第二新工場で発生した火災に伴い、当第３四半期連結累計期間中に一部確定した

保険金受取額からたな卸資産および被災した建物の修繕費等を控除した額を、保険差益として計上しております。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門はプレーンストッキングやプレーンタイツの主力ブランド「ＡＳＴＩＧＵ（アスティーグ）」をはじめとするベー

シック商品に加え、厚手タイツなどの秋冬商品も順調に推移しましたが、ファッション商品やソックスの伸び悩みなど

もあり、同部門の売上高は 15,663 百万円（前年同四半期比 0.0％減）となりました。 

インナーウエア部門はスポーツインナー関連が順調に推移し、同部門の売上高は 1,960 百万円（前年同四半期

比 6.1％増）となりました。 

これらの結果、繊維事業の売上高は 17,624 百万円（前年同四半期比 0.6％増）、営業利益は 305 百万円（前年同

四半期比 514.6％増）となりました。 

 

〔不動産事業〕 

不動産事業は保有資産の有効活用などにより、当事業の売上高は 492 百万円（前年同四半期比 3.0％増）、営業

利益は 376 百万円（前年同四半期比 5.5％増）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品の市場環境の変化などにより、厳しい状況が続いております。また、11 月

6 日より太陽光発電による売電を開始いたしました。これらの結果、当事業の売上高は 319 百万円（前年同四半期比

0.4％減）、営業損失は 10 百万円（前年同四半期は 6 百万円の損失）となりました。 

 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は 58,851 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 237 百万円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金の減少 1,737 百万円、売上債権の増加 644 百万円、投資有価証券の増加

455 百万円およびたな卸資産の増加 384 百万円等によるものであります。 

負債の部は9,354百万円となり、前連結会計年度末に比べ144百万円増加いたしました。これは主に、仕入債務の

増加 157 百万円等によるものであります。 

純資産の部は 49,497 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 382 百万円減少いたしました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益を 861 百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 505 百万円による減少や、自己

株式の取得 483 百万円による減少およびその他の包括利益累計額の減少 254 百万円等によるものであります。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は 83.9％（前連結会計年度末は 84.2％）となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における業績の動向等を勘案し、平成 27 年５月 15 日に公表いたしました平成 28 年３

月期の通期連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成 28 年 1 月 29 日）に公表いたしまし

た「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

 

 

2. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成 25 年９月 13 日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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(3)　四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　 当社は、平成27年10月23日の取締役会決議により、自己株式を400万株取得し、1,500万株の消却を行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金、利益剰余金および自己株式は、それぞれ51百万円、

1,415百万円、987百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末におけるそれぞれの金額は、9,345百万円、

4,693百万円、△941百万円となっております。

　(セグメント情報等)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間　（自　平成26年４月１日　　至　平成26年12月31日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

17,517 478 17,996 320 18,316 - 18,316

17,521 478 17,999 320 18,320 △ 3 18,316

49 356 406 △ 6 400 - 400

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入および販売であります。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間　（自　平成27年４月１日　　至　平成27年12月31日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

17,624 492 18,116 319 18,435 - 18,435

17,625 492 18,117 319 18,437 △ 1 18,435

305 376 681 △ 10 671 - 671

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入、販売および太陽光発電

事業であります。なお、太陽光発電による売電は、11月６日より開始しております。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

計

セグメント利益又は損失（△）

　売上高

(1) 外部顧客への売上高

セグメント利益又は損失（△）

(2) セグメント間の内部売上高

(1) 外部顧客への売上高

　　又は振替高

報告セグメント その他
(注)1

　売上高

その他
(注)1

計

-33 - 3

- 1

合計

1
　　又は振替高

(2) セグメント間の内部売上高
1

報告セグメント

合計

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

-- △ 1

四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

調整額

△ 3 -
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